

































































































版 1957 年、執筆時期：1953 年 10 月 8日から 1956 年 9月 3日、以下『バビロン』と略記）では、
まだ「生活」という意識よりも「旅」の意識が強かった。
冒頭の 1953 年 10 月 8日付書簡には「たくさんの問題を背負って僕は旅に立つ。この旅
は、本当に、いつ果てるともしれない。」（集成 1、11頁）とあり、更に同書所収の最後の書
簡でも「僕の旅はまだまだ終わらない。むしろ始まったばかりだ。」（1956 年 9月 3日、集成
1、204 頁）と書かれているのが象徴的だ。実際、『バビロン』はイタリアやロンドンなど旅
先の見聞録が多く収められている。『バビロン』の続編にあたる『流れのほとりにて』（初版
1963 年、執筆時期：1957 年 4月 16 日から 1958 年 5月 6日）の巻末で「生活の殆どが東京にい


































































であるから、「仕事をするためには、生活に規律をつけなければならない。」（1959 年 3月 17
日付日記、集成 2、513 頁）と考えるようになった。


















































































1964 年 9月 16 日の日記に「何よりも先ず、生活に落ち着きと平静とを確立しなければ


































































































































































































































































































15）森有正「マロニエの黄ばむ頃」『森有正全集』第 12 巻、1979 年、309 頁
─────────────────────［つじ  なおと・和光大学現代人間学部心理教育学科教授］
046 森有正の生活概念◎辻 直人
